
令和５年における労働災害発生状況

北海道労働局労働基準部安全課

令和５年10月末現在



北海道労働局

区分 業種割合

業種別 死亡 休 業 合 計 死亡 休 業 合 計 増減数 増減率 （％） 死 亡 休 業 合 計

41 6,524 6,565 36 8,045 8,081 -1,516 -18.8 100.0 53 16,419 16,472

3 841 844 5 940 945 -101 -10.7 12.9 5 1,343 1,348

食 料 品 2 454 456 1 495 496 -40 -8.1 6.9 1 730 731

木 材 ・ 家 具 73 73 75 75 -2 -2.7 1.1 101 101

紙 ・ 印 刷 12 12 23 23 -11 -47.8 0.2 36 36

窯 業 ・ 土 石 33 33 50 50 -17 -34.0 0.5 66 66

金 属 ・ 機 械 140 140 136 136 4 2.9 2.1 191 191

そ の 他 1 129 130 4 161 165 -35 -21.2 2.0 4 219 223

鉱 山 3 3 2 2 1 50.0 0.0 3 3

土 石 採 取 業 1 15 16 15 15 1 6.7 0.2 19 19

5 663 668 17 686 703 -35 -5.0 10.2 23 995 1,018

土 木 工 事 業 3 216 219 7 253 260 -41 -15.8 3.3 13 390 403

建 築 工 事 業 2 283 285 5 283 288 -3 -1.0 4.3 5 398 403

木 造 建 築 業 81 81 82 82 -1 -1.2 1.2 113 113

そ の 他 83 83 5 68 73 10 13.7 1.3 5 94 99

1 220 221 1 209 210 11 5.2 3.4 1 413 414

8 620 628 4 631 635 -7 -1.1 9.6 5 864 869

道路貨物運送 8 576 584 4 594 598 -14 -2.3 8.9 5 810 815

陸上貨物取扱 44 44 37 37 7 18.9 0.7 54 54

7 7 11 11 -4 -36.4 0.1 17 17

4 52 56 65 65 -9 -13.8 0.9 1 80 81

1 88 89 98 98 -9 -9.2 1.4 2 133 135

4 763 767 3 813 816 -49 -6.0 11.7 5 1,196 1,201

3 309 312 1 358 359 -47 -13.1 4.8 1 481 482

11 2,943 2,954 5 4,217 4,222 -1,268 -30.0 45.0 10 10,875 10,885

令和４年確定

林 業

業種別労働災害発生状況　その１

令 和 ５ 年 令 和 ４ 年 対 前 年

令和5年1月1日～令和5年10月31日

鉱
業

交 通 運 輸 事 業

全 産 業 合 計

製 造 業

建 設 業

陸上貨物運送事業

港 湾 運 送 業

商 業

水 産 業

※　本統計は、労働者死傷病報告書（休業４日以上）により集計したものである。
※　本年については、集計期間中に把握した速報値である。
※　昨年については、確定値を集計期間中に再集計したものである。

上記以外の 事業

清 掃 ・ と 畜 業



北海道労働局

「上記以外の事業」の内訳

区分 業種割合

死亡 休業 合計 死亡 休業 合計 増減数 増減率 （％） 死 亡 休業 合計

88 88 1 70 71 17 23.9 1.3 1 117 118

1 244 245 1 237 238 7 2.9 3.7 2 328 330

36 36 26 26 10 38.5 0.5 50 50

1 1 2 2 -1 -50.0 0.0 7 7

140 140 138 138 2 1.4 2.1 185 185

53 53 1 58 59 -6 -10.2 0.8 1 121 122

1,820 1,820 3,204 3,204 -1,384 -43.2 27.7 1 9,302 9,303

3 320 323 267 267 56 21.0 4.9 387 387

7 241 248 2 215 217 31 14.3 3.8 5 378 383

11 2,943 2,954 5 4,217 4,222 -1,268 -30.0 45.0 10 10,875 10,885

「第三次産業」の内訳

区分 業種割合

死亡 休業 合計 死亡 休業 合計 増減数 増減率 （％） 死 亡 休業 合計

4 763 767 3 813 816 -49 -6.0 11.7 5 1,196 1,201

うち 小売業 1 591 592 3 637 640 -48 -7.5 9.0 4 935 939

36 36 26 26 10 38.5 0.5 50 50

1 1 2 2 -1 -50.0 0.0 7 7

140 140 138 138 2 1.4 2.1 185 185

53 53 1 58 59 -6 -10.2 0.8 1 121 122

1,820 1,820 3,204 3,204 -1,384 -43.2 27.7 1 9,302 9,303

うち 社会福祉施設 889 889 1,359 1,359 -470 -34.6 13.5 1 3,827 3,828

うち 医療保健業 925 925 1,831 1,831 -906 -49.5 14.1 5,451 5,451

3 320 323 267 267 56 21.0 4.9 387 387

うち 飲食店 157 157 129 129 28 21.7 2.4 197 197

うち 旅館業 78 78 58 58 20 34.5 1.2 89 89

うち ゴルフ場 1 41 42 33 33 9 27.3 0.6 40 40

3 309 312 1 358 359 -47 -13.1 4.8 1 481 482

7 241 248 2 210 212 36 17.0 3.8 5 378 383

うち 警備業 4 57 61 2 41 43 18 41.9 0.9 3 73 76

17 3,683 3,700 7 5,076 5,083 -1,383 -27.2 56.4 13 12,107 12,120

令和5年1月1日～令和5年10月31日

金融・広告業

映画・演劇業

農業

畜産業

業種別労働災害発生状況　その２

令 和 ４ 年 対 前 年

合計

業種別

その他の事業

通信業

教育・研究業

保健衛生業

令和４年確定

映画・演劇業

通信業

令 和 ５ 年 令 和 ４ 年 対 前 年 令和４年確定

接客娯楽業

金融・広告業

商業

保健・衛生業

清掃・と畜業

その他の事業

合計

接客・娯楽業

令 和 ５ 年

教育・研究業

業種別



北海道労働局

構成比 構成比

（％） （％） 増減数 増減率 増減数 増減率

全 産 業 41 ( 8 ) 100.0 36 ( 6 ) 100.0 5 13.9 3 10.0

製 造 業 3 ( ) 7.3 5 ( ) 13.9 -2 -40.0 -2 -40.0

鉱 業 1 ( ) 2.4 ( ) 1         － 1         －

建 設 業 5 ( 1 ) 12.2 17 ( 1 ) 47.2 -12 -70.6 -12 -75.0

交 通 運 輸 事 業 1 ( 1 ) 2.4 1 ( ) 2.8 -1 -100.0

陸上貨物運送事業 8 ( 2 ) 19.5 4 ( 1 ) 11.1 4 100.0 3 100.0

港 湾 運 送 業 ( ) ( )         －         －

林 業 4 ( ) 9.8 ( ) 4         － 4         －

そ の 他 の 事 業 19 ( 4 ) 46.3 9 ( 4 ) 25.0 10 111.1 10 200.0

（注）１．本統計は死亡災害報告に基づき、上記期間について集計したものである。

　　　２．死亡者数欄の（　）内は、交通事故による死亡者数で、内数である。

　　　３．本年・昨年ともに集計期間に把握した速報値である。

令和５年における死亡災害発生状況　[速報]
令和5年1月1日～令和5年10月31日

令 和 ５ 年 令 和 ４ 年 同 期 対 前 年 比 較

業　種 死亡者数 死亡者数
全件数 交通事故を除く



北海道労働局

構成比 構成比

（％） （％） 増減数 増減率 増減数 増減率

そ の 他 の 事 業 19 ( 4 ) 100.0 9 ( 4 ) 100.0 10 111.1 10 200.0

小売業 1 ( 1 ) 5.3 3 ( 2 ) 33.3 -2 -66.7 -1 -100.0

医療保健業 ( ) ( )         －         －

社会福祉施設 ( ) ( )         －         －

清掃・と畜業（ビルメン
テナンス業を除く）

2 ( ) 10.5 1 ( ) 11.1 1 100.0 1 100.0

ビルメンテナンス業 1 ( ) 5.3 ( ) 1         － 1         －

ゴルフ場の事業 1 ( ) 5.3 ( ) 1         － 1         －

警備業 4 ( 1 ) 21.1 2 ( 2 ) 22.2 2 100.0 3         －

農業・畜産業 1 ( 1 ) 5.3 2 ( ) 22.2 -1 -50.0 -2 -100.0

水産業 1 ( ) 5.3 ( ) 1         － 1         －

その他 8 ( 1 ) 42.1 1 ( ) 11.1 7 700.0 6 600.0

（注）１．本統計は死亡災害報告に基づき、上記期間について集計したものである。

　　　２．死亡者数欄の（　）内は、交通事故による死亡者数で、内数である。

　　　３．本年・昨年ともに集計期間に把握した速報値である。

令和５年における死亡災害発生状況（その他の事業の内訳）
令和5年1月1日～令和5年10月31日

令 和 ５ 年 令 和 ４ 年 同 期 対 前 年 比 較

業　種 死亡者数 死亡者数
全件数 交通事故を除く



北海道労働局

1月 1 1 3 3 1 1 5 5
2月 1 2 3 1 1 1 1 1 3 8
3月 2 1 4 1 2 1 1 2 3 11
4月 1 3 1 5 2 1 1 3 3 14
5月 3 1 6 2 4 1 1 4 4 18
6月 3 1 7 4 1 2 6 3 21

4 7月 1 4 1 8 4 1 1 7 3 24
8月 1 5 3 11 4 1 7 4 28
9月 5 3 14 1 5 1 1 8 5 33

10月 5 3 17 5 1 4 12 7 40
11月 5 2 19 5 1 1 1 2 14 5 45
12月 5 4 23 5 1 1 1 1 2 2 16 8 53
1月 1 1 1 1 2 2
2月 2 2 2 2 1 4 5 8 10

3月 2 2 1 2 1 1 1 6 3 13
4月 2 2 4 2 1 1 7 3 16
5月 2 4 2 1 2 9 2 18

6月 2 2 2 4 1 1 2 1 1 10 4 22
5 7月 2 1 3 4 1 1 3 1 4 14 6 28

8月 2 3 1 5 1 1 4 1 1 15 3 31
年 9月 1 3 3 1 6 1 4 1 1 16 3 34

10月 3 1 1 2 5 2 8 1 4 1 2 18 7 41
11月 3 1 5 8 1 4 1 18 41
12月 3 1 5 8 1 4 1 18 41

件 数 ±0 -2 ±0 ±0 ±0 ±0 1 1 -1 -12 2 3 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 4 ±0 1 -2 6 ±0 1
百 分 率 ±0 -40.0 ±0 ±0 ±0 ±0 - - -33.3 -70.6 - 60.0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 - ±0 - -50.0 50.0 ±0 2.5

3 22 59令和3年 3 1 1

令

和

年

令
 

和

令和５年　死亡災害発生状況
令和5年1月1日～令和5年10月31日

業種別 1号 2号 3号 4号 5号 6-2号 7-2号

そ の 他
の 事 業建 設 業 林 業 水 産 業

合 計道 路 貨 物
運 送 業

そ の 他 の
運 輸 業

陸 上 貨 物
取 扱 業

港湾運送業

年別

製 造 業
う ち 木 材 木
製品製造業

鉱山保安法
適 用 事 業

土石採取業

平成25年 6 1 22 7 2 1 4 4 17 64

平成26年 4 1 22 6 2 4 6 20 65

平成27年 7 2 25 10 3 1 4 12 65

平成29年 8 2 23 10
平成28年 7 1 30 13

5 5 26 81
5 2 18 77

6 18 63平成30年 11 17 11

令和元年 10 20 6 2 8 1 15 62
令和2年 6 1 1 513 14

区分 当
月
分

累

計

当
月
分

累

計

当
月
分

14 4

当
月
分

累

計

当
月
分

累

計

8
4

120 1
累

計

当
月
分

累

計

当
月
分

累

計

当
月
分

対 前 年
同 期 比

当
月
分

累

計
月別

年別

当
月
分

累

計

当
月
分

累

計

累

計

1

1

2
1

当
月
分

当
月
分

累

計

累

計

3 2
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業種番号 1 3 6-2 7-2 11 12 13 14 15 16 17 21 22 23 31 32 33 34 35 36 37 39 41 51 52 61 71 91 92 99

事

故

の

型

番

号

業 種

事故の型

製

造

業

鉱

山

土

石

採

取

業

建

設

業

道

路

貨

物

運

送

業

そ

の

他

の

運

輸

業

陸

上

貨

物

取

扱

業

港

湾

運

送

業

林

業

水

産

業

そ

の

他

の

事

業

原

動

機

動

力

電

動

機

木

材

加

工

機

械

建

設

用

等

機

械

金

属

加

工

用

機

械

一

般

動

力

機

械

車

両

系

木

材

伐

出

機

械

等

動

力

ク

レ

ー

ン

等

動

力

運

搬

機

乗

物

圧

力

容

器

化

学

容

器

溶

接

装

置

炉

・

窯

等

電

気

設

備

人

力

機

械

工

具

等

用

具

そ

の

他

の

装

置

設

備

仮

設

物

・

建

築

物

・

構

築

物

等

危

険

物

・

有

害

物

等

材

料

荷

自

然

環

境

等

そ

の

他

の

起

因

物

起

因

物

な

し

分

類

不

能

1 墜落、転落 1 3 1 4 9 1 1 1 4 2

2 転倒 1 2 3 1 1 1

3 激突

4 飛来、落下 2 2 1 1

5 崩壊、倒壊 1 1 2 1 1

6 激突され 1 2 3 1 1 1

7 はさまれ、巻き込まれ 1 3 1 4 9 1 3 3 1 1

8 切れ、こすれ

9 踏抜き

10 おぼれ 1 1 1 3 1 2

11 高温、低温の物との接触 1 1 1

12 有害物等との接触

13 感電

14 爆発

15 破裂

16 火災

17 交通事故(道路) 1 2 1 4 8 6 2

18 交通事故(その他)

19 動作の反動、無理な動作

90 その他 1 1 1

99 分類不能

3 1 5 8 1 4 1 18 41 2 6 1 11 4 5 1 3 1 7合 計

令和５年　業種別・事故の型別・起因物別死亡災害発生状況
令和5年1月1日～令和5年10月31日

2 4 5 起因物番号
　　起因物

　計



北海道労働局
業種別 3号 6-2号 7-2号

署別

製 造 業
う ち 木 材 木
製品製造業

鉱山保安法
適 用 事 業

土石採取業 建 設 業
道 路 貨 物
運 送 業

そ の 他 の
運 輸 業

陸 上 貨 物
取 扱 業

港湾運送業 林 業 水 産 業

札幌中央 1 3 4 8

札 幌 東 1 2 3

函 館 1 1 2

小 樽

岩 見 沢 1 1

旭 川 1 1 2

帯 広 1 3 1 5

滝 川 1 1

北 見 1 2 1 1 5

室 蘭 3 3

釧 路 1 1 1 3

名 寄

留 萌

稚 内

浦 河 2 1 3

苫 小 牧 1 2 3

倶 知 安 2 2

計 3 1 5 8 1 4 1 18 41

令和５年　署別・業種別死亡災害発生状況
令和5年1月1日～令和5年10月31日

1号 2号 4号 5号

そ の 他
の 事 業

合 計



北海道労働局
業種別

署別

計

食

料

品

製

造

業

木

材

・

家

具

紙

・

印

刷

窯

業

土

石

製

品

金

属

・

機

械

そ

の

他

製

造

業

鉱

山

土

石

採

取

業

計

土

木

工

事

業

建

築

工

事

業

木

造

建

築

業

そ

の

他

建

設

業

計

道
路
貨
物
運
送
業

陸
上
貨
物
取
扱
業

計

小

売

業

そ

の

他

商

業

1,371 67 22 3 4 4 17 17 2 91 23 47 8 13 58 101 97 4 1 150 112 38 303 29 78 491

1,216 74 30 3 1 26 14 1 106 18 63 8 17 60 93 84 9 1 170 118 52 175 42 83 411

1,915 165 88 8 5 2 33 29 152 40 82 13 17 65 185 158 27 1 1 231 163 68 398 35 79 603

1,294 146 79 5 6 4 25 27 125 36 64 9 16 67 190 165 25 199 143 56 156 40 65 306

877 94 64 5 2 3 10 10 57 35 18 1 3 13 38 38 10 14 58 49 9 121 11 32 429

680 84 58 8 1 10 7 1 68 27 25 4 12 6 40 39 1 3 14 67 60 7 70 10 22 295

329 77 42 1 1 3 30 30 22 6 1 1 5 12 12 1 1 26 21 5 50 2 6 119

244 43 29 2 1 2 9 1 15 9 2 2 2 20 14 13 1 3 26 23 3 73 5 8 36

222 33 17 1 2 3 5 5 32 20 6 5 1 4 22 21 1 1 28 24 4 47 10 45

166 37 13 4 1 3 13 3 33 19 8 4 2 4 11 9 2 1 17 16 1 31 4 2 26

468 61 22 12 1 3 12 11 3 53 17 26 6 4 19 41 41 9 66 52 14 67 9 20 120

503 70 29 13 5 11 12 2 50 23 16 7 4 9 45 44 1 5 61 45 16 100 14 27 120

582 68 49 6 1 3 5 4 2 38 12 9 11 6 4 47 47 11 1 46 41 5 88 7 45 225

465 71 47 11 1 3 9 1 4 59 14 23 14 8 4 51 51 10 1 41 34 7 44 6 30 143

158 33 8 5 4 8 8 1 26 11 11 3 1 5 16 16 1 16 14 2 10 3 6 41

144 23 9 2 2 6 4 2 23 10 7 3 3 6 6 6 2 16 14 2 35 3 6 22

273 46 23 7 6 5 5 2 32 17 8 5 2 2 21 20 1 8 13 26 20 6 19 1 13 90

287 54 41 3 2 4 4 2 26 9 12 4 1 5 21 19 2 14 12 33 24 9 30 3 16 71

284 65 51 1 9 4 25 5 11 5 4 4 12 12 2 1 28 25 3 36 4 21 86

218 33 13 2 10 8 26 2 13 7 4 7 9 9 1 1 31 28 3 20 10 16 64

451 59 35 5 3 16 1 1 48 11 27 7 3 20 53 50 3 3 8 24 48 42 6 57 11 14 104

368 64 38 3 1 13 9 2 46 13 20 9 4 10 36 35 1 6 22 44 38 6 43 8 15 72

102 23 9 3 1 3 1 6 3 8 4 4 2 5 5 6 13 9 7 2 11 1 3 18

90 13 7 5 1 1 15 5 8 1 1 1 11 11 6 14 4 4 9 2 14

75 6 5 1 9 6 2 1 2 6 6 1 2 4 10 9 1 4 3 28

65 8 7 1 8 5 2 1 1 6 6 4 4 4 25 1 8

125 26 20 1 5 18 7 4 4 3 1 6 5 1 1 21 9 7 2 21 3 19

102 14 11 1 1 1 1 18 7 8 2 1 1 10 10 1 13 5 5 19 1 19

153 11 5 2 1 3 7 3 1 2 1 3 3 1 3 5 3 2 15 4 104

145 8 3 2 1 2 10 8 2 3 3 1 3 3 3 8 1 1 107

574 99 29 14 6 11 24 15 2 49 12 16 9 12 4 66 66 4 5 2 51 45 6 84 15 16 177

483 86 33 5 5 8 16 19 1 27 8 10 4 5 16 79 77 2 6 5 41 33 8 47 9 16 150

122 12 7 2 2 1 28 15 10 1 2 2 1 1 9 6 3 28 1 6 35

95 16 9 6 1 13 6 4 1 2 4 3 3 1 2 5 5 4 2 1 44

8,081 945 496 75 23 50 136 165 2 15 703 260 288 82 73 210 635 598 37 11 65 98 816 640 176 1,359 129 359 2,734

6,565 844 456 73 12 33 140 130 3 16 668 219 285 81 83 221 628 584 44 7 56 89 767 592 175 889 157 312 1,908

（注）本統計は死傷病報告による死傷件数である。上段は前年、下段は当年である。

令和５年　署別・業種別死傷災害発生状況
令和5年1月1日～令和5年10月31日

全
産
業
合
計

製 造 業 鉱　　業 建 設 業 交

通

運

輸

事

業

対

前

年

比

増

減

率

札幌中央 -11.3%

飲

食

店

清

掃

・

と

蓄

業

左

記

以

外

の

事

業

札 幌 東 -32.4%

函 館 -22.5%

水

産

業

商 業 社

会

福

祉

施

設

陸上貨物運送事業
港

湾

運

送

業

林

業

小 樽 -25.8%

岩 見 沢 -25.2%

旭 川 7.5%

帯 広 -20.1%

滝 川 -8.9%

北 見 5.1%

室 蘭 -23.2%

釧 路 -18.4%

名 寄 -11.8%

留 萌 -13.3%

稚 内 -18.4%

浦 河 -5.2%

苫 小 牧 -15.9%

倶 知 安 -22.1%

合 計 -18.8%

対前年比
増 減 率

-18.8% -10.7% -8.1% -2.7% -47.8% -34.0% 2.9% -21.2% 50.0% 6.7% -5.0% -15.8% -1.0% -1.2% 13.7% 5.2% -1.1% -2.3% 18.9% -36.4% -13.8% -9.2% -6.0% -7.5% -0.6% -34.6% 21.7% -13.1% -30.2%



北海道労働局
業種番号 1 3 6-2 7-2 11 12 13 14 15 16 17 21 22 23 31 32 33 34 35 36 37 39 41 51 52 61 71 91 92 99

事

故

の

型

番

号

業 種

事故の型

製

造

業

鉱

業

土

石

採

取

業

建

設

業

道

路

貨

物

運

送

業

そ

の

他

の

運

輸

交

通

業

陸

上

貨

物

取

扱

業

港

湾

運

送

業

林

業

水

産

業

そ

の

他

の

事

業

原

動

機

動

力

電

動

機

木

材

加

工

機

械

建

設

用

等

機

械

金

属

加

工

用

機

械

一

般

動

力

機

械

車

両

系

木

材

伐

出

機

械

等

動

力

ク

レ

ー

ン

等

動

力

運

搬

機

乗

物

圧

力

容

器

化

学

容

器

溶

接

装

置

炉

・

窯

等

電

気

設

備

人

力

機

械

工

具

等

用

具

そ

の

他

の

装

置

設

備

仮

設

物

・

建

築

物

・

構

築

物

等

危

険

物

・

有

害

物

等

材

料

荷

自

然

環

境

等

そ

の

他

の

起

因

物

起

因

物

な

し

分

類

不

能

1 墜落、転落 103 8 208 159 14 7 2 1 11 350 863 1 24 14 11 208 20 1 3 210 16 287 4 8 54 1 1

2 転倒 213 1 93 139 67 10 2 8 19 1,092 1644 6 1 4 1 3 46 30 3 38 97 26 712 1 26 21 537 7 85

3 激突 30 22 33 4 6 2 2 139 238 5 5 2 6 41 15 1 19 29 21 57 7 11 13 2 4

4 飛来、落下 41 53 30 9 6 54 193 4 3 2 10 1 9 19 1 13 25 9 11 39 29 16 2

5 崩壊、倒壊 19 1 19 14 2 16 71 1 1 1 4 5 3 5 13 18 12 7 1

6 激突され 34 22 17 2 2 13 7 160 257 2 12 2 8 1 8 20 10 22 18 11 4 13 7 106 2 11

7 はさまれ、巻き込まれ 170 3 84 67 6 9 3 5 26 168 541 9 10 23 17 113 2 27 109 28 1 1 1 45 21 23 32 23 28 27 1

8 切れ、こすれ 81 52 3 3 1 8 2 124 274 46 1 17 54 1 2 1 99 10 5 2 1 22 3 8 1 1

9 踏抜き 3 2 3 8 1 1 3 2 1

10 おぼれ 1 1 1 3 1 2

11 高温・低温の物との接触 29 1 12 2 5 1 2 62 114 2 2 3 4 1 10 13 1 1 1 75 1

12 有害物等との接触 4 4 1 8 17 1 13 2 1

13 感電 1 1 2 1 1

14 爆発 1 1 2 1 1

15 破裂 1 4 5 1 1 1 1 1

16 火災 3 1 4 4

17 交通事故(道路) 6 1 30 27 44 1 113 222 2 53 163 1 3

18 交通事故(その他) 1 3 2 6 5 1

19 動作の反動、無理な動作 78 1 2 48 87 24 7 5 11 443 706 5 1 6 1 3 29 23 2 20 28 21 126 15 99 63 15 249

90 その他 30 12 2 52 1 2 1,293 1392 1 1 20 1,342 28

99 分類不能 3 3 3

844 3 16 668 584 221 44 7 56 89 4033 6565 9 63 83 40 221 9 68 532 298 2 1 4 6 6 267 452 150 1251 20 173 219 932 1374 382 3合          計

令和５年　業種別・事故の型別・起因物別死傷災害発生状況
令和5年1月1日～令和5年10月31日

2 4 5 起因物番号
　　起因物

　計



令和５年　製造業における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

5 2 10時台

食
料
品
製
造
業

50
人
以
上
99
人

激
突
さ
れ

2
2
2

動
力
運
搬
機

　被災者ら２名は、ホタテ貝殻粉砕機の入替を終え、ベルトコンベヤー（以下、
「コンベヤー」という。）を元の位置に戻すため、同僚がフォークリフトのインナー
マスト頂部の横梁にコンベヤーの上端部を載せて持ち上げながら前進してずら
そうとしたところ、コンベヤーが横ずれし、離れて合図をしていた被災者が咄嗟
に駆け寄り抑えようとしたが、当該コンベヤーが横転して被災者に激突したも
の。

5 2 15時台

化
学
工
業

10
人
以
上
29
人

墜
落

、
転
落

3
7
1

用
具

　被災者は、在庫品が保管してある棚の最上部（高さ２．８５ｍ）からビニール
ロール（直径１１ｃｍ、長さ３．０１ｍ、厚さ０．１５ｍｍ、重さ約３０ｋｇ）を取り出そ
うと、脚立を跨ぐように上から１段目（高さ２．０７ｍ）に両足をのせ、当該ロール
を右脇に抱え引っ張ったところ、後方にバランスを崩し墜落したもの。

5 9 12時台

食
料
品
製
造
業

10
人
未
満

は
さ
ま
れ

、
巻
き

込
ま
れ

１
６
７

一
般
動
力
機
械

　被災者は、産業用ロボットが停止したため、高さ１．１ｍの安全柵を乗り越え
てロボットの可動範囲内に立ち入ったところ、停止中のロボットが起動し、下降
したロボットハンドとローラーコンベアとの間に上半身をはさまれたもの。

※本件事例には、脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは、掲載していません。



令和５年　建設業における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

5 6 8時台

土
木
工
事
業

10
人
未
満

墜
落

、
転
落

１
６
９

一
般
動
力
機
械

　被災者は、堤防の草刈作業に従事し、堤防の法面で乗用草刈機を運転して
いたところ、草刈機が用水路に落下し、同機械の下敷きとなった状態で発見さ
れたもの。

5 6 16時台

建
築
工
事
業

10
人
未
満

墜
落

、
転
落

４
１
５

仮
設
物

、
建
築

物

、
構
築
物
等

　屋根板金のふき替え作業中、勾配のある屋根上で軒側に背を向けて後ずさ
りしていたところ、約８ｍ下の地面に墜落したもの。

5 7 19時台

建
築
工
事
業

10
人
未
満

交
通
事
故

（
道

路

）

２
２
１

動
力
運
搬
機

　社用車のトラックを運転して出張先から自社に戻る際、片側１車線の直線道
路上でセンターラインをはみ出して路外に逸脱したもの。

5 10 12時台

土
木
工
事
業

10
人
未
満

お
ぼ
れ

７
１
１

環
境
等

　被災者は、複数名で山中の道路の陥没箇所を確認するにあたり、道路外の
斜面に下りて路盤の写真を撮ろうとした際に、誤って撮影用の携帯電話を落と
したため、回収しようとさらに急な斜面を下って行ったところで行方が分からなく
なり。翌日に湖の水中に沈んでいる状態で発見されたもの。

5 10 14時台

土
木
工
事
業

10
人
未
満

墜
落

、
転
落

１
４
４

建
設
機
械
等

　被災者は、締固め用ローラーを方向転換のため後進させていたところ、路肩
から約４メートル下に転落したもの。

※本件事例には、脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは、掲載していません。



令和５年　陸上貨物運送事業における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

5 2 8時台

道
路
貨
物
運
送
業

30
人
以
上
49
人

転
倒

7
1
9

環
境
等

　被災者は、荷の配送先の駐車場で、運転してきた２ｔトラックの前方で倒れて
いるところを近隣の者に発見されたもの。

5 2 6時台

道
路
貨
物
運
送
業

10
人
未
満

は
さ
ま
れ

、
巻
き
込

ま
れ

2
2
1

動
力
運
搬
機

　被災者は、事業場の敷地内において９ｔダンプトラックの車体と荷台の間に挟
まれているところを発見されたもの。

5 4 15時台

道
路
貨
物
運
送
業

10
人
以
上
29
人

は
さ
ま
れ

、
巻
き
込

ま
れ

２
２
２

動
力
運
搬
機

　被災者がコンテナヤードにおいて、約６０センチメートルの間隔が空いたコン
テナとコンテナの間で、コンテナの扉を結束バンドで封緘する作業を行ってい
たところ、フォークリフト運転者が被災者に気が付かないままコンテナの間隔を
詰めたことから、コンテナとコンテナの間に被災者が挟まれたもの。

5 4 12時台

道
路
貨
物
運
送
業

10
人
以
上
29
人

交
通
事
故

（
道
路

）

２
２
１

動
力
運
搬
機

　被災者は、製材を積み込んだトレーラーに乗り、輸送先に向かって運転して
いた。当該トレーラーがＩＣから高速道路に合流する手前のカーブを曲がり切れ
ずに、路外に横転したもの。

5 8 17時台

道
路
貨
物
運
送
業

100
人
以
上
299
人

は
さ
ま
れ

、
巻
き
込

ま
れ

３
９
１

そ
の
他
の
装
置

、

設
備

　被災者は、冷凍倉庫内（室温－２３℃）において、フォークリフトと壁に挟まれ
ているところを同僚に発見されたもの。

5 9 4時台

道
路
貨
物
運
送
業

50
人
以
上
99
人

交
通
事
故

（
道
路

）

２
３
１

動
力
運
搬
機

　被災者は、自社から輸送のためトレーラートラックを運転し国道を走行中、何
らかの原因で横転し、電柱に激突した。トレーラーヘッドの上半分が炎上し、死
亡したもの。

5 10 8時台

道
路
貨
物
運
送
業

10
人
以
上
29
人

崩
壊

、
倒
壊

５
２
３

材
料

　ダンプトラックを運転して生コンクリート工場に到着したが、工場内のホッパー
が満杯でダンプトラックに積載した砂を下ろすことができなかったため待機して
いたはずの被災者が、ホッパー内部の砂に埋まった状態で発見されたもの。

5 10 11時台

道
路
貨
物
運
送
業

30
人
以
上
49
人

墜
落

、
転
落

２
２
１

動
力
運
搬
機

　工事現場内の空きスペースでコンクリートミキサー車の洗浄作業に従事して
いたはずの被災者が、ミキサー車付近で倒れている状態で発見されたもの。

※本件事例には、脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは、掲載していません。



令和５年　林業における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

5 1 10時台
林
業

10
人
未
満

激
突
さ
れ

1
7
1

車
両
系
木
材

伐
出
機
械
等

　被災者は、倒木の整理作業現場において、チェーンソーを用い集積された
倒木の根切り作業に従事し、同僚労働者が根が切り落とされた倒木をグラッ
プル機で移動させていたが、当該グラップル機が旋回した際に掴んでいた倒
木が被災者の頭部に激突したもの。

5 3 16時台
林
業

10
人
以
上
29
人

激
突
さ
れ

7
1
2

環
境
等

　被災者は、同僚複数名とチェーンソー及び伐木機械を用いて伐木作業を
行っていた。各作業員は離れた持ち場で作業していたが、終了時刻になっ
て、伐倒木に腹部を押され、うつ伏せで倒れている被災者が発見されたも
の。

5 7 9時台
林
業

10
人
未
満

崩
壊

、
倒
壊

7
1
2

環
境
等

　被災者は、同僚５名と現場に入場し、チェーンソーを用いてトドマツ（人工
林、樹高22ｍ）の間伐作業中、伐採していたトドマツの近くに立っていたカバ
の枯損木（樹高15ｍ）が倒壊し、当該枯損木が被災者に当たったもの。

5 8 10時台
林
業

10
人
未
満

そ
の
他

７
１
９

環
境
等

　被災者は伐木作業に従事しており、休憩をしようとグラップルを止めたとこ
ろ、運転席に侵入した蜂に刺され、意識混濁となったもの。

※本件事例には、脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは、掲載していません。



令和５年　その他の業種における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

5 1 7時台

清
掃
・
と
畜
業

100
人
以
上
299
人

墜
落

、
転
落

3
7
1

用
具

　被災者は、小売店舗内において、荷の搬入口のシャッターを開閉する
チェーンが建物天井付近にて絡まっていたのを直すため、脚立を開いてはし
ごとして使用し、当該絡まりを直していたが、作業を終え、はしごから降りる
途中で足を踏み外して転落し、床に頭部を強打したもの。

5 2 7時台

そ
の
他
の
商
業

30
人
以
上
49
人

お
ぼ
れ

4
1
8

仮
設
物
・
建
築

物
・
構
築
物
等

　被災者は、自社が行う外国船への荷の積み込み作業に関して、荷主と打
ち合わせを行った後、当該外国船が停泊している岸壁近くの海面に浮いて
いるのが発見されたもの。

5 2 8時台
卸
売
業

10
人
未
満

は
さ
ま
れ

、
巻

き
込
ま
れ

1
6
9

一
般
動
力
機
械

　被災者は、大型円形搾乳機（ロータリーミルキングパーラー）の修理作業の
ため、前日深夜から単独で現場に入場していたが、翌朝、駆動モータ付近で
頭部から血を流して倒れているところを発見されたもの。

5 3 17時台

そ
の
他
の
事
業

10
人
以
上
29
人

は
さ
ま
れ

、
巻

き
込
ま
れ

１
４
４

建
設
機
械
等

　片側２車線の道路舗装工事現場において、舗装工事中の現場の交通誘導
を行っていた被災者が、後進中のタイヤローラーに背後から轢かれたもの。

5 2 20時台
小
売
業

10
人
未
満

交
通
事
故

（
道

路

）

２
３
１

乗
物

　被災者は、勤務終了後、翌日出勤予定の店舗の付近で前泊するために軽
自動車を運転していたところ、凍結路面でスリップし、対向車線へはみ出し、
トラックと衝突したもの。

5 3 9時台
水
産
業

10
人
以
上
29
人

は
さ
ま
れ

、
巻

き
込
ま
れ

２
３
９

乗
物

　計４名が乗り込んだ漁船で、ホタテの養殖のため船に平行に固定されたケ
タロープに稚貝を取り付ける作業を行っており、被災者は箱に入った稚貝を
他の作業員に手渡す作業に従事していた。巻き上げ機を止めて作業してい
たが、巻き上げ機が作動しており、ケタロープを固定するアームと巻き上げ
機の間に挟まれていたもの。

5 2 14時台

そ
の
他
の
事
業

50
人
以
上
99
人

墜
落

、
転
落

3
7
1

用
具

　被災者が屋根に積もった雪庇を落とす作業を行うため、はしごを昇降して
いたところ、はしごから墜落したもの。

5 4 13時台

清
掃
・
と
畜
業

10
人
未
満

は
さ
ま
れ

、
巻

き
込
ま
れ

１
６
９

一
般
動
力
機
械

　堆肥の発酵とふるい分けを行う施設内で、被災者は、堆肥とゴミを選別す
る機械と、当該機械の覆いの間で、意識のない状態で発見されたもの。

5 5 9時台

清
掃
・
と
畜
業

10
人
以
上
29
人

飛
来

、
落
下

１
６
９

一
般
動
力
機
械

　客先の工場にあるタンクの内部を高圧洗浄水を用いて清掃する作業にお
いて、高圧洗浄車の横で機械操作を行っていたところ、高圧洗浄車のポンプ
から圧送用のホースが外れ、ポンプ内部より噴き出した高圧洗浄水が被災
者の頭部に直撃したもの。

※本件事例には、脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは、掲載していません。



令和５年　その他の業種における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

5 5 21時台

そ
の
他
の
事
業

30
人
以
上
49
人

は
さ
ま
れ

、
巻

き
込
ま
れ

２
２
１

動
力
運
搬
機

　建設工事現場において、一般車両の交通誘導を行っていた警備員である
被災者が、荷の搬入のために現場内で後進していたトラックに背後から轢か
れたもの。

5 6 11時台
畜
産
業

10
人
以
上
29
人

交
通
事
故

（
道

路

）

２
１
１

動
力
運
搬
機

　大型トラックで片側１車線の緩やかな左カーブを走行していたところ、対向
車線にはみ出し、対向車線を走行中のバスと正面衝突したもの。

5 6 11時台

道
路
旅
客
運
送
業

100
人
以
上
299
人

交
通
事
故

（
道

路

）

２
１
１

動
力
運
搬
機

　都市間バスで片側一車線の一般道を走行していたところ、対向車線にはみ
出してきたトラックと正面衝突したもの。

5 7 9時台

そ
の
他
の
事
業

50
人
以
上
99
人

交
通
事
故

（
道

路

）

２
２
１

動
力
運
搬
機

　工事現場の出入口で、資材の搬入に来た積載型トラッククレーンの後進を
誘導していた被災者は、歩道と車道の段差を解消するために設けたスロー
プがずれたため設置し直していたところ、停車していた積載型トラッククレー
ンが後進し、ひかれたもの。

5 7 11時台

そ
の
他
の
接
客

娯
楽
業

10
人
以
上
29
人

転
倒

２
３
９

乗
物

　被災者は、芝生に孔を開けるための作業車（エンジン式３輪、３段変速ＭＴ
車）に乗り、カート用の道路（幅員2.1ｍ）を走行中、下り坂の右急カーブの直
後、右側に横転し、車体の右側面と路面との間に頭をはさまれたもの。

5 7 20時台

そ
の
他
の
接
客

娯
楽
業

100
人
以
上
299
人

墜
落

、
転
落

３
７
１

用
具

　終業時刻後になっても帰宅していない被災者を捜索したところ、建物内で
横たわっている状態で発見され、数日後死亡したもの。現場にははしごが倒
れており、床には血痕があった。

5 7 8時台

そ
の
他
の
事
業

30
人
以
上
49
人

高
温
・
低
温
の

も
の
と
の
接
触

７
１
５

環
境
等

　ボイラー室内においてボイラー運転業務を行っていた被災者が、机に伏せ
る状態で発見され、その後病院に救急搬送されたが、脱水症状があり、同日
死亡したもの。

5 8 1時台

そ
の
他
の
事
業

10
人
未
満

交
通
事
故

（
道

路

）

２
３
９

乗
物

　被災者は、建設現場へ建築用部材を搬送する輸送トレーラーの先導のた
め、輸送トレーラーの10km先を走行しながら無線により伝達する業務を行っ
ていたところ、緩いカーブに差し掛かった際に対向車線にはみ出し、対向車
線を走行中のタンクローリーと正面衝突したもの。

5 9 9時台

そ
の
他
の
接
客
娯

楽
業

50
人
以
上
99
人

転
倒

１
６
９

一
般
動
力
機
械

　被災者は、傾斜約40度の法面において、法尻から高さ約55ｃｍの位置をエ
ンジン付き手押し芝刈機にて芝刈り作業中、芝刈機が横転し、芝刈機ととも
に法面下の川に転落した際、芝刈機の回転歯で頭部に創傷を負ったもの。

※本件事例には、脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは、掲載していません。



令和５年　その他の業種における死亡災害

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

5 10 7時台

土
石
採
取
業

30
人
以
上
49
人

お
ぼ
れ

７
１
３

環
境
等

　被災者は、側溝（幅4.5ｍ、深さ3.5ｍ程度）の際にドラグ・ショベルを停め、ク
ローラ上に立ちながら汲み上げ用ポンプに連結した介錯ロープを引き揚げて
いたところで水中に転落し、溺れたもの。

5 10 10時台

そ
の
他
の
商
業

10
人
未
満

飛
来

、
落
下

３
７
２

用
具

　被災者は、重ねて置いてある敷鉄板（1.5m×6m×22mm、1.6t）をクレーン
でつり上げるため、専用のつり具（ハッカー）を敷鉄板の片側に掛けてつり上
げ、浮いた隙間に鋼材をスペーサーとして差し込み、隙間に上体を入れたと
ころ、ハッカーから敷鉄板が外れて、敷鉄板の下敷きになったもの。

5 10 18時台

そ
の
他
の
事
業

300
人
以
上

墜
落

、
転
落

４
１
３

仮
設
物

、
建
築

物

、
構
築
物
等

　事務所の通用口前階段付近において、頭部から出血し意識なく倒れている
状態で発見されたもの。

※本件事例には、脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは、掲載していません。



死亡労働災害の概要(令和５年10月把握分)

発
生
年

発
生
月

時
　
刻

業
　
種

規
　
模

事
故
の
型

起
因
物

災害の状況

5 10 12時台

土
木
工
事
業

10
人
未
満

お
ぼ
れ

７
１
１

環
境
等

　被災者は、複数名で山中の道路の陥没箇所を確認するにあたり、道路外の
斜面に下りて路盤の写真を撮ろうとした際に、誤って撮影用の携帯電話を落
としたため、回収しようとさらに急な斜面を下って行ったところで行方が分から
なくなり。翌日に湖の水中に沈んでいる状態で発見されたもの。

5 10 7時台

土
石
採
取
業

30
人
以
上
49
人

お
ぼ
れ

７
１
３

環
境
等

　被災者は、側溝（幅4.5ｍ、深さ3.5ｍ程度）の際にドラグ・ショベルを停め、ク
ローラ上に立ちながら汲み上げ用ポンプに連結した介錯ロープを引き揚げて
いたところで水中に転落し、溺れたもの。

5 10 14時台

土
木
工
事
業

10
人
未
満

墜
落

、
転
落

１
４
４

建
設
機
械
等

　被災者は、締固め用ローラーを方向転換のため後進させていたところ、路肩
から約４メートル下に転落したもの。

5 10 10時台

そ
の
他
の
商
業

10
人
未
満

飛
来

、
落
下

３
７
２

用
具

　被災者は、重ねて置いてある敷鉄板（1.5m×6m×22mm、1.6t）をクレーンで
つり上げるため、専用のつり具（ハッカー）を敷鉄板の片側に掛けてつり上げ、
浮いた隙間に鋼材をスペーサーとして差し込み、隙間に上体を入れたところ、
ハッカーから敷鉄板が外れて、敷鉄板の下敷きになったもの。

5 9 12時台

食
料
品
製
造
業

10
人
未
満

は
さ
ま
れ

、
巻
き

込
ま
れ

１
６
７

一
般
動
力
機
械

　被災者は、産業用ロボットが停止したため、高さ１．１ｍの安全柵を乗り越え
てロボットの可動範囲内に立ち入ったところ、停止中のロボットが起動し、下
降したロボットハンドとローラーコンベアとの間に上半身をはさまれたもの。

5 10 8時台

道
路
貨
物
運
送
業

10
人
以
上
29
人

崩
壊

、
倒
壊

５
２
３

材
料

　ダンプトラックを運転して生コンクリート工場に到着したが、工場内のホッ
パーが満杯でダンプトラックに積載した砂を下ろすことができなかったため待
機していたはずの被災者が、ホッパー内部の砂に埋まった状態で発見された
もの。

5 10 11時台

道
路
貨
物
運
送
業

30
人
以
上
49
人

墜
落

、
転
落

２
２
１

動
力
運
搬
機

　工事現場内の空きスペースでコンクリートミキサー車の洗浄作業に従事して
いたはずの被災者が、ミキサー車付近で倒れている状態で発見されたもの。

5 10 18時台

そ
の
他
の
事
業

300
人
以
上

墜
落

、
転
落

４
１
３

仮
設
物

、
建
築

物

、
構
築
物
等

　事務所の通用口前階段付近において、頭部から出血し意識なく倒れている
状態で発見されたもの。

※本件事例には、脳・心臓疾患、ウイルス感染症等によるものは、掲載していません。


